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胆石症は日常屡々経験する疾病の一つであるが" 
未だ多くの問題点を残している。そとで成田赤十字
病院外科で昭和 40年 1月より 12月迄に経験した胆
石症手術例について統計的に観察し，若干の考察を
加えたので報告する。
1.頻度: 1年閣の腹部外科総手術例数は 348例
で，うち胆石症は 32例であり 9.2%を占めている。
乙れは当科において胆石症が比較的多いことが分 
る。
I.発病より入院迄の期間: 1ヵ月以内 12例，
1年以内 11例で， 1年以内に手術したものは総計
71.9%となり，杉本らの 39.6%!乙比し，かなりの差
を示している。これは最近の診断技術の進歩のため
と考えられる。
II.男女比および年令別: 男5例，女 27例で男
女比は 1:5.4で，間野の 1: 1.02，杉本の 1:2.37等
に比し，圧倒的に女子に多く，年令では最少 21才，
最高 71才で， 30"，40才台が50%を占める。
IV.症状: a)疹痛: 93.5%に激烈な茄痛を訴
え，部位としては右季肋部痛 56.3%，ついで心宮部
痛 40.6%，右肩放散痛を伴うもの 21.9%となってお
払従来の報告と一致する。 
b)黄症: 5例(15.6%)に認められ，川島の報告
の 18%!乙近く，従来胆石症の三症状のーっとされ
ていたが，必発症状でないことが分る。 
c)発熱: 発作時に多くは悪寒戦傑を伴い 11例 
(34.4%)に認められた。
V.臨床検査所見: a)血液:入院患者の多くが
間駄期のためか，白血球数 1万以上のものは 6例
(18.8%)，血沈 30mm以上促進は 50%で角南の
傑 俊
c) X線検査: ピリグラフインで陰影欠如等異常
の認められたものは 31例で，ほとんどすべてであ
るが，結石を証明し得たものは僅かに 6倒(18.8%)
で，経皮的胆嚢胆管造影法では 28例に施行し， 24 
例 (85.7%)に結石を証明した。 
VI.手術術式: 胆嚢易Ij出のみ 17例，胆嚢刻出兼
胆道切開術は 12伊U，胆嚢別出，胆道切開，兼総胆管
12指腸吻合術は 3例となっている。
考案: 胆石症の診断，治療あるいは術後愁訴等 
については，今日の医学の進歩にも拘らず，未だ多 
くの困難な問題があるようである。 
診断については，経皮的胆嚢胆管造影法が極めて
優れているので注目すべきである。従来の経口ある
いは静脈的造影法では，胆管殊に肝内胆管の造影が 
不充分で，胆石証明も困難な例が多いが，経皮的造
影法では明瞭なX線像が得られ，肝内の精細な病変
迄正確に求める ζとが出来る。したがって診断成績
は極めて優秀で、，手術成績も向上したようである。 
結石証明率丈けをみても，静脈造影の 18.8%に比
べ，本法では 85.7%:と明らかにまさっていた。造
影成功率は 28例施行中 23例 (82.1%)で，綿貫の
83%とほぼ同様の成績である 0，副作用としてほと
んど重篤な合併症を認めたものはないが穿刺にあた
っては充分な注意が必要のようである。
なお，術後愁訴に関しては遺残結石が，大きな役
割を占めるとされ，当科では術中，術後の胆道造影 
を常に行い，慎重を期している。 
結語:成田赤十字病院で過去 1年聞に経験した
胆石症手術例の統計的観察を行い，殊にX線診断面 
について若干の考察を加えた。 
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